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こ
こ
に
集
ま
れ
ば
元
気
が
で
る

成
潭
貴
子
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
職
員
）

南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
と
私

　
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
が
Ｉ
〇
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
め
で
た
い
、
う
れ
し
い
。
発
足
当
初
、
こ
の
集
ま
り
の
名
称
は

何
が
よ
い
か
と
話
し
合
っ
た
と
き
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
南
北
問
題
と
い
え
ば
県
南
・
県
北
の
南
北
問
題
も
あ
る
、
と

い
う
発
言
も
と
び
だ
し
た
も
の
で
し
た
。
代
表
田
中
治
彦
氏
、
事
務
局
長
米
良
重
徳
氏
を
は
じ
め
と
す
る
中
核
メ
ン
バ
ー
の

方
々
に
よ
る
息
の
長
い
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
Ｉ
〇
周
年
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
従
来
の
活

動
を
突
破
し
た
「
演
劇
」
へ
の
挑
戦
、
そ
し
て
そ
の
成
功
に
至
っ
て
は
、
観
客
と
し
て
演
劇
の
質
の
高
さ
に
感
動
を
与
え
ら
れ

た
私
は
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
ご
努
力
に
対
し
、
頭
が
下
が
る
ば
か
り
で
し
た
。
近
ご
ろ
、
私
は
め
っ
き
り
夜
の
外
出
が
し
に

く
く
な
り
、
例
会
も
、
そ
し
て
ノ
リ
の
よ
い
こ
と
で
有
名
な
忘
年
会
も
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
一
〇
年
前
東
京

か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
直
後
の
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
足
は
私
個
人
に
と
っ
て
も
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。

　
航
空
母
艦
の
よ
う
な
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
機
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
、
「
こ
こ
に
集
ま
れ
ば
元
気
が
で
る
」
よ
う
な
会
に
し
た
い

と
言
わ
れ
た
代
表
田
中
氏
の
言
葉
ど
お
り
、
私
に
と
っ
て
は
、
暖
か
な
そ
し
て
元
気
の
で
る
連
合
活
動
体
で
あ
り
続
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
一
層
多
く
の
若
い
世
代
、
中
高
年
世
代
の
参
加
を
得
て
、
だ
れ
も
が
参
加
し
や
す
い
活
動
が
広
が
り
ま
す
よ
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う
、
末
端
で
微
力
な
が
ら
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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レバノン被災民に対しての緊急医療活動(1996年)

南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
と

　
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
歩
み

　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
日
本
支
部
　
山
本
　
秀
樹

　
一
九
八
六
年
秋
、
当
時
岡
山
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
私
は
元
ア
ジ
ア
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
の
田
中
治
彦
氏
の
講
演
が
岡
山
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
あ
る
と
い
う
掲
示
を
見
て
、
こ
れ
は
是
非
話
を
聞
か
ね
ば
と
胸

が
高
鳴
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
同
年
八
月
の
香
港
で
行
わ
れ
た
第
七

回
「
ア
ジ
ア
医
学
生
会
議
」
に
さ
か
の
ぼ
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
現
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
代
表
の
苛
波
茂
ら
の
呼
び
か
け
に
よ
り
始
ま
っ
た
「
ア
ジ
ア
医
学
生

国
際
会
議
」
は
各
国
の
医
学
生
に
よ
り
毎
年
ア
ジ
ア
各
地
で
開
催
さ
れ
、
一
九
九
六
年
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
第
一
七
回
会
議

が
行
わ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
「
ア
ジ
ア
医
学
生
会
議
」
は
ア
ジ
ア
各
地
の
医
学
生
の
間
で
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
を
目
指
し
て
お
り
、
各
国
の
医
学
生
が
会
議
の
開
催
に
尽
力
し
て
い
た
が
、
大
き
な
ス
ポ
ン
サ
ー
も
な
い
た
め
国

際
会
議
を
開
催
す
る
上
で
常
に
資
金
難
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
第
七
回
の
会
議
に
は
当
時
の
お
金
で
六
〇
万

円
も
出
し
て
く
れ
た
あ
り
か
た
い
ス
ポ
ン
サ
ー
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
香
港
に
お
け
る
会
議
の
場
で
、
わ
れ
わ
れ
「
ア
ジ
ア

医
学
生
国
際
会
議
」
の
参
加
者
は
Ａ
Ｃ
Ｔ
と
い
う
ス
ポ
ン
サ
ー
の
名
を
初
め
て
聞
か
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
何
た
る

か
は
全
く
知
る
由
も
な
か
っ
た
が
、
あ
り
か
た
い
団
体
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
た
。
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田
中
先
生
の
講
演
を
間
い
て
は
じ
め
て
Ａ
Ｃ
Ｔ
が
何
で
あ
る
か
を
知
る
と
共
に
、
早
速
「
ア
ジ
ア
医
学
生
国
際
会
議
」
へ
の

助
成
の
お
礼
を
の
べ
た
。
そ
し
て
、
岡
山
大
学
教
育
学
部
の
教
官
に
な
ら
れ
た
田
中
先
生
に
岡
山
で
の
国
際
協
力
の
活
動
に
関

す
る
ご
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
岡
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
米
良
重
徳
氏
の
ご
協
力
で
、
数
々
の
セ
ミ
ナ
ー
等
の
機
会
を
利

用
し
て
国
際
協
力
に
関
す
る
勉
強
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
う
し
て
田
中
氏
や
米
良
氏
の
ほ
か
、
成
滞
貴
子
氏
（
当
時
「
幼
い
難
民
を
考
え
る
会
」
、
現
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
財
務
局
長
）
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
菅
波
代
表
を
加
え
て
一
九
八
七
年
「
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
」
の
設
立
へ
と
い
た
る
わ
け
で
あ
る
。
当
時
学
生
だ
っ

た
私
も
学
生
の
立
場
で
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
一
九
九
五
年
に
国
連
経
済
社
会
理
事
会
で
認
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
現
在
で
は
信
じ
難
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
た
一
九
八
七
年
当
時
は
活
動
規
模
・
予
算
も
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
団
体
の
中
で
も
小
さ

い
部
類
に
入
っ
て
い
た
。
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
岡
山
版
Ｎ
Ｇ
Ｏ
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
ー
で
も
、
実
質
的
な
活

動
に
関
す
る
予
算
は
年
間
一
〇
〇
万
円
弱
で
あ
っ
た
（
ち
な
み
に
一
九
九
六
年
度
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
総
予
算
は
五
億
円
あ
ま
り
）
。

ア
ジ
ア
各
国
の
医
療
関
係
者
の
友
好
を
促
進
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
菅
波
代
表
は
当
時
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

実
体
に
あ
わ
な
い
程
の
壮
大
な
構
想
を
持
っ
て
は
い
た
。
そ
の
主
旨
は
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
に
は
幾
分
か
は
理
解
い
た
だ

け
て
、
国
際
協
カ
セ
ミ
ナ
ー
等
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
支
部
の
ド
ク
タ
ー
も
招
聘
い
た
だ
く
機
会

に
も
恵
ま
れ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
岡
山
と
い
う
一
地
方
の
単
な
る
友
好
団
体
か
ら
本
格
的
な
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
と
脱
皮
す
る
決
定
的
な
鍵
は
南
北
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
私
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
日
本
支
部
の
事
務
局
長
と
な
っ
て
ま
も
な
く
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
の
伊
藤
道
雄
氏
が
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
招
き
で
岡
山
を
訪
れ
た
。
伊
藤
氏
は
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
業
界
の
要
に
当
た
る
方
で
、
田
中
氏
と
は
Ａ
Ｃ
Ｔ
時
代
の
同
僚
で
あ
っ
た
。
伊
藤
氏
は
Ａ
Ｃ
Ｔ
在
任
中
、
先
述
の
一
九
八
六
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年
に
お
け
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
母
体
で
あ
る
「
ア
ジ
ア
医
学
生
国
際
会
議
」
に
資
金
援
助
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
一
人
で
も
あ
っ

た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
医
学
生
と
し
て
Ａ
Ｃ
Ｔ
に
資
金
援
助
の
依
頼
に
行
き
説
得
に
当
た
っ
た
の
が
当
時
秋
田
大
学
の
学

生
で
あ
っ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
熱
血
漢
・
津
曲
兼
司
医
師
（
前
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
次
長
、
現
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
フ
ィ
リ
ピ
ン
母
子
保
健
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
長
期
専
門
家
）
で
あ
っ
た
。
伊
藤
氏
は
ア
ジ
ア
医
学
生
会
議
の
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い
る
の
を
喜
ば
れ
る
と
と
も
に
、

菅
波
代
表
の
持
つ
「
多
国
籍
医
師
団
構
想
」
に
共
感
を
示
し
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
参
加
す
る
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
一
九
九
一
年
に
開
始
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
「
郵
政
省
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
」
初
代
室
長
の
熊
谷
豊
氏

や
外
務
省
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
後
室
の
木
本
博
之
室
長
等
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
数
々
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
東
京
近
辺
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
以
外
に
は
情
報
が
乏
し
く
て
こ
れ
ら
の
制
度
の
活
用
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
実
際
の
事
業

の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
一
年
の
郵
政
省
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
助
成
事
業
に
よ

る
「
ネ
パ
ー
ル
国
ビ
シ
ュ
ヌ
村
地
域
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
一
九
九
二
年
の
外
務
省
Ｎ
Ｇ
Ｏ
事
業
補
助
金
事
業
「
ブ
ー
タ
ン
難

民
保
健
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
し
て
初
め
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
公
的
な
資
金
の
活
用
に
よ
っ
て
、
一
九

八
四
年
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
以
来
よ
う
や
く
本
格
的
な
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
テ
イ
ク
オ
フ
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
知
り
得
た
伊
藤
氏
を
介
し
て
全
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
間
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

進
ん
だ
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
主
催
す
る
「
全
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
集
い
」
に
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
菅
波
代
表
が
参
加
し
た
。

こ
の
全
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
も
と
に
な
っ
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
ほ
か
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
連
携
す
る
一
九
九
二
年
の
ソ
マ
リ
ア

難
民
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
を
結
ぶ
に
い
た
っ
た
。

　
一
方
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
行
う
災
害
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
が
発
揮
さ
れ
た
。
一
九
九
三
年
の
ネ

パ
ー
ル
水
害
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
で
救
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
ネ
パ
ー
ル
や
ぎ
の
会
」
と
連
携
し
て
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
救
援

活
動
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
救
援
活
動
が
、
国
際
協
力
劇
『
明
日
は
き
っ
と
晴
れ
る
』
の
製
作
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
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も
な
い
。
こ
の
ほ
か
一
九
九
五
年
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
救
援
活
動
時
に
は
、
た
ん
ぼ
ま
ん
（
小
川
輝
樹
氏
）
ら
南
北
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ー
ク
で
知
り
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
次
々
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に
来
て
く
れ
て
救
援
物
資
の
手
配
な
ど
に
尽
力

し
て
く
れ
た
こ
と
は
感
謝
に
た
え
な
い
。

　
岡
山
内
部
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
、
県
外
か
ら
来
ら
れ
た
国
際
協
力
関
係
者
か
ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
の
連
携
が
良

い
と
羨
ま
し
が
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
に
は
「
第
一
回
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
は
じ

め
と
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
、
学
校
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
岡
山
ト
ピ
ア
国
際
貢
献
を
推
進
す
る
会
（
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）
」
主
催
で
開

か
れ
世
界
各
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
う
に
い
た
っ
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
国
連
機
関
の
人
道
援
助
機
関
が
集
い
、
岡
山
に
人
道
援
助
の

民
間
団
体
が
集
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
束
の
岡
山
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ー
ズ
が
岡
山
市
民
の
間
で
定
着
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。
こ
の
岡
山
が
誇
る
べ
き
大
き
な
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
名
司
会
を
毎

年
務
め
て
い
る
の
が
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
田
淵
や
す
こ
氏
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
当
初
、
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
こ
ろ
、
「
岡
山
県
の
県
北
と
県
南
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
か
？
」
と
間
違
わ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
も
岡
山
市
だ
け
で
な
く
過
疎
の
自
治
体
と
も
連
携
を
深
め
て
い
る
。
加
茂
川
町
と
は
ソ
マ
リ
ア
難

民
救
援
、
哲
多
町
と
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
支
援
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
瀬
戸
内
の
交
通
の
要
所
と
い
わ
れ
る
岡
山
に
本
部
を
お
く

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
し
て
も
、
「
県
北
と
県
南
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
意
昧
で
の
地
域
お
こ
し
と
国
際
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

　
最
後
に
私
他
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
面
々
が
最
近
、
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
合
に
ご
無
沙
汰
し
て
い
る
。
と
く
に
、
南
北
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
設
立
時
の
発
起
人
の
一
人
と
い
う
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
っ
た
成
滞
氏
に
は
、
ふ
と
し
た
縁
で
専
従
職
員
と
し
て
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
以
来
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
過
重
な
業
務
の
た
め
に
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
機
会
を
奪

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
と
と
も
に
設
立
一
〇
周
年
に
免
じ
て
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
と
も
南

北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
り
た
い
。
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岡
山
県
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
リ
ス
ト

★
掲
載
順
序
は
次
の
通
り
で
す
。

団
体
名
（
略
称
）

電
話
番
号

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

Ｅ
メ
ー
ル
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

住
所
代
表
者
／
設
立
年
月
（
西
暦
）
／
会
員
数

▼
設
立
の
主
旨
・
目
的
／
活
動
内
容

ア
ジ
ア
の
教
育
支
援
の
会
（
Ａ
Ｅ
Ａ
）

�
０
８
６
－
２
５
１
－
４
５
５
只
）

箇
０
８
６
－
２
５
１
－
４
５
５
７

a
e
a
n
a
m
a
＠
o
k
a
.
u
l
t
x
n
c
r
j
p

〒
７
０
１
－
1
1
　
岡
山
市
富
原
７
１
８
－
１

森
　
暢
子
／
9
3
年
５
月
／
６
７
０
入

▼
教
育
は
す
べ
て
の
原
点
で
あ
る
と
い
う
理
念

　
か
ら
、
ア
ジ
ア
各
国
の
子
ど
も
と
女
性
た
ち

　
の
教
育
・
福
祉
へ
の
支
援
、
協
力
を
す

　
る
。
／
ネ
パ
ー
ル
ヘ
の
支
援
。
①
小
学
校
建

　
設
と
ト
イ
レ
、
水
道
設
備
の
援
助
。
②
女
性

　
の
識
字
教
室
の
援
助
と
手
編
み
ニ
ッ
ト
製
品

　
の
購
入
活
動
を
通
し
て
、
自
立
の
た
め
の
支

　
援
を
す
る
。

●●●

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

�
０
８
６
－
２
８
４
１
７
７
３
０

際
０
８
６
－
２
８
４
－
８
９
５
ｑ
″

h
u
p
y
w
w
w
a
m
d
a
‐
c
t
j
p

〒
７
０
１
－
1
2
　
岡
山
市
楢
津
３
１
０
－
―

菅
波
茂
／
8
4
年
８
月
／
約
１
７
０
０
人

F
‘
B
&
r
Q
u
a
n
t
y
o
f
L
＆
l
b
ra
B
e
t
l
e
r
F
u
t
u
i
e
"

　
を
目
的
に
、
各
国
の
医
師
が
主
体
と
な
り

　
相
互
協
力
を
行
う
こ
と
。
／
①
海
外
活
動

　
全
世
界
で
の
難
民
や
自
然
災
害
披
災
民
の

　
た
め
に
、
俊
敏
な
対
応
を
す
る
た
め
の
「

　
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
」
に
よ
る
緊
急
救

　
援
活
動
。
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

　
よ
る
国
際
協
力
。
②
国
内
活
動
　
在
日
外

　
国
人
に
対
す
る
医
療
相
談
。
国
際
会
議
の

　
開
催
。
日
本
国
内
の
災
害
救
援
活
動
。
過

　
疎
地
に
お
け
る
地
域
医
療
活
動
。

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
岡
山

�
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８
０
６
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り
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w
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7
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b
.
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n
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e
b
.
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.
j
p


	page1
	page2
	page3
	page4

